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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期

第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結

累計期間
第41期

会計期間

自平成24年
４月１日

至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日

至平成25年
12月31日

自平成24年
４月１日

至平成25年
３月31日

売上高（千円） 47,649,611 49,768,334 62,371,369

経常利益（千円） 1,807,294 2,155,770 2,124,388

四半期（当期）純利益（千円） 1,079,388 1,650,542 1,520,770

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
954,043 1,910,900 2,171,455

純資産額（千円） 38,564,434 41,067,778 39,781,532

総資産額（千円） 50,045,610 52,871,465 50,373,417

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
35.01 53.54 49.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 76.9 77.5 78.8

　

回次
第41期

第３四半期連結
会計期間

第42期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日

至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日

至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
13.78 15.10

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、モスバーガー事業を営むモスバーガー・オーストラリア社につきましては、重要性が増加したため、第１四

半期連結会計期間より持分法適用の関連会社に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生したリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気回復の兆しが見受けられるものの、消費全般の基調は、

引き続き楽観視できない状況で推移しました。

　外食業界においても、原材料費の高騰、円安の進行による調達費用の上昇など、依然として厳しい経営環境が続

いております。

　こうした中、当社グループは、「人間貢献」・「社会貢献」の経営理念のもと、「食を通じて人を幸せにするこ

と」という企業目標の達成に向け、国内モスバーガー事業の収益力強化、海外事業の推進、新業態の開発・推進な

どに積極的に取り組んでまいりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は497億68百万円（前年同四半期比

4.4％増）、営業利益19億76百万円（同20.7％増）、経常利益21億55百万円（同19.3％増）となり、最終損益は固

定資産売却益57百万円、固定資産除却損39百万円、投資有価証券評価損91百万円、減損損失2億72百万円、投資損

失引当金繰入額55百万円等の計上に加え、過年度に減損損失を計上した固定資産の譲渡に伴う税金費用の減少3億

38百万円および連結子会社の株式譲渡に伴う税金費用の減少3億16百万円等により、四半期純利益16億50百万円

（同52.9％増）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　

＜モスバーガー事業＞

　当社グループの基幹事業であるモスバーガー事業では、主として以下の施策を展開しました。

① 独自性のある期間限定商品の投入

10月にオリジナリティあふれる＂和＂のバーガー『モスライスバーガー「さば味噌骨までやわらか仕込み」』

『同「彩り野菜のきんぴら」』を発売しました。日本の和食文化を取り入れた同商品は、特にシニア世代の支持を

多く得ました。また、同じ時期には、昨年好評を博した『バーベキューフォカッチャ』や『メンチカツフォカッ

チャ』を発売し、豊富なラインナップでお客さまをお迎えしました。

② 『モスチキンパック』の販売促進によるクリスマスキャンペーンの実施

11月から12月にかけては、クリスマス向けのお持ち帰り商品として例年ご好評いただいている『モスチキン

パック』の販売促進に注力しました。昨シーズンまで一部地域で実施した引換券『モスチキンチケット』を全国で

展開することにより、ギフト需要の喚起にも取り組みました。

③ 農業生産法人・協力農家との連携

トマトの安定供給を目指し設立した農業生産法人「モスファーム熊本」の初収穫を記念してオリジナルソース

を開発しました。そのソースを使用した『モスじゃがチップス　トマトディップソース付き　熊本県産トマト40％

使用』は熊本県の大人気ゆるキャラ「くまモン」をパッケージに使用し、12月より期間限定で販売しております。

また、12月に行われた「フード・アクション・ニッポン・アワード2013」では、協力農家との「顔が見える関

係」作りが評価され、「2013販売促進・消費促進部門」において「最優秀賞」を受賞いたしました。今後も農業と

の結び付きを強化していきます。

④ 海外出店の強化

　アジアを中心とした海外出店を進める中で、既出店地域における多店舗化と、新規出店地域の調査を引き続き並

行して進めてまいります。

　

　国内モスバーガー事業の店舗数につきましては、積極的な出店を目指しており、当第３四半期連結累計期間にお

いては出店46店舗に対し閉店は27店舗で、当第３四半期末の店舗数は1,414店舗（前連結会計年度末比19店舗増）

となりました。
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　海外モスバーガー事業の店舗数につきましては、台湾235店舗（前連結会計年度末比4店舗増）、シンガポール29

店舗（同1店舗増）、香港13店舗（同増減なし）、タイ7店舗（同増減なし）、インドネシア2店舗（同増減な

し）、中国（福建省・江蘇省・上海市・広東省）22店舗（同増減なし）、オーストラリア5店舗（同増減なし）、

韓国6店舗（同3店舗増）となり、海外全体の当第３四半期末店舗数は319店舗（同8店舗増）となりました。

　これらの施策により、モスバーガー事業の売上高は462億39百万円（前年同四半期比4.7％増）、営業利益34億7

百万円（前年同四半期比12.9％増）となりました。

　

　＜その他飲食事業＞

　各業態の当第３四半期末店舗数は、マザーリーフ業態合計で28店舗（前連結会計年度末比2店舗減）、「自由が

丘　あえんおそうざい」事業2店舗（同増減なし）、株式会社ダスキンとのコラボレーションショップ「モスド」

および「イン　ザ　キッチン」事業合計2店舗（同増減なし）、「モスコ」事業2店舗（同増減なし）、「四季の旬

菜料理あえん」事業5店舗（同増減なし）、「シェフズ　ブイ」および「グリーン　グリル」事業は合計で3店舗

（同増減なし）、「ちりめん亭」事業35店舗（同5店舗減）となり、その他飲食店事業合計で、77店舗（同7店舗

減）となりました。

　以上の事業活動の結果、その他飲食事業の売上高は30億17百万円（前年同四半期比0.9％増）、営業損失は2億39

百万円（前年同四半期比50百万円の損失減）となりました。

　なお、ちりめん亭については、平成26年１月１日に株式会社トモスの当社保有の全株式を株式会社ケンコーに譲

渡したため、連結の対象となるのは当第３四半期連結累計期間までとなります。

　

＜その他の事業＞

　連結子会社の株式会社エム・エイチ・エスおよび株式会社モスクレジットは、おもにモスバーガー事業やその他

飲食事業を、衛生、金融、保険、設備レンタル面で支援しております。

これらによるその他事業の売上高は5億11百万円（前年同四半期比1.1％増）、営業利益は1億8百万円（58.5％増）

となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ24億98百万円増加し、528億71百万円と

なっております。流動資産は前連結会計年度末に比べ5億51百万円減少し、固定資産は30億50百万円増加しており

ます。

流動資産が減少した主な理由は、クリスマス商戦と年末年始の加盟店向けの卸売に係る売掛金が増加した一方

で、公社債の償還等により有価証券が減少したためであります。固定資産が増加した主な理由は、公社債の購入に

よる投資有価証券の増加、連結子会社の株式譲渡に係る繰延税金資産の増加であります。

　

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べ12億11百万円増加し、118億3百万となってお

ります。流動負債は前連結会計年度末に比べ12億94百万円増加し、固定負債は83百万減少しております。流動負債

が増加した主な理由は、クリスマス商戦と年末年始の加盟店向けの卸売に係る仕入れに伴う買掛金の増加でありま

す。

　

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末に比べ12億86百万円増加し、410億67百万円と

なっておりますが、総資産が24億98百万円増加したことにより、自己資本比率は前連結会計年度末78.8％から当第

３四半期連結会計期間末は77.5％と1.3％減少しております。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第3号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　当社は、株式の大量取得行為であっても、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであれば、これ

を一概に否定するものではありません。しかしながら、株主の大量取得行為が行われるにあたっては、当社の企業

価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。とくに、当社が企業価値ひいては株主共同の利益を確

保・向上させていくためには、

① お客様、フランチャイジー、お取引先様をはじめとするステークホルダーの皆様との間で、「人間貢献」・

「社会貢献」という経営理念、「食を通じて人を幸せにする」という企業目標、お客様のみならず地域の皆様から

「感謝される仕事をしよう」という基本方針を深く共有し続けること
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② かかる理念等の共有による信頼関係の上に構築されるブランド価値を更に向上させていくこと

　上記二点が必要不可欠であり、これらが当社の株式の買付等を行う者により中長期的に確保され、向上させられ

るのでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。

　当社としては、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない大量取得行為を行う者は、当社の

財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量取得行為に関しては、必要

かつ相当な手段を採ることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。

　なお、当社は、平成18年６月より「当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）」を導入しておりま

したが、平成22年5月10日開催の取締役会において、かかる買収防衛策を継続しないことを決議し現在具体的な買

収防衛策を導入しておりません。

　もっとも、当社は、当社株式の大量取得行為を行うとする者に対しては、当該買付けに関する情報の開示を積極

的に求め、当社取締役会の判断、意見等とともに公表するなどして、株主の皆様が当該買付けについて適切な判断

を行うための情報の確保に努めるとともに、その判断のために必要となる必要な時間を確保するように努めるな

ど、会社法その他関係法令の許容する範囲内において、適切な措置を講じる所存であります。

　また、当社は定款において、買収防衛策の基本方針を株主総会の決議により定めることができる旨を規定してお

ります。従って、今後、経営環境の変化その他の状況に応じて、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上す

るためには買収防衛策が必要と判断した場合には、当該規定に基づき所要の手続きを経た上で、買収防衛策を再導

入することを検討いたします。

　

(4) 研究開発活動　

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は17百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 101,610,000

計 101,610,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 32,009,910 32,009,910
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 32,009,910 32,009,910 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 32,009,910 － 11,412,845 － 11,100,524

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区　　分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      864,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  31,101,600 311,016 －

単元未満株式 普通株式       43,810 － －

発行済株式総数 32,009,910 － －

総株主の議決権 － 311,016 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、4,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数40個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社モスフードサー

ビス

東京都品川区大崎二

丁目１番１号
864,500 － 864,500 2.70

計 － 864,500 － 864,500 2.70

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,336,851 5,654,763

受取手形及び売掛金 3,977,996 4,806,007

有価証券 9,455,429 7,409,947

商品及び製品 2,909,557 3,346,947

原材料及び貯蔵品 274,123 262,580

繰延税金資産 240,129 195,726

その他 847,193 815,227

貸倒引当金 △22,616 △24,531

流動資産合計 23,018,665 22,466,669

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 10,399,462 10,443,321

減価償却累計額 △6,398,175 △6,465,129

建物及び構築物（純額） 4,001,286 3,978,191

機械装置及び運搬具 258,618 300,143

減価償却累計額 △123,291 △159,011

機械装置及び運搬具（純額） 135,326 141,132

工具、器具及び備品 6,422,435 7,480,409

減価償却累計額 △3,817,538 △4,233,504

工具、器具及び備品（純額） 2,604,896 3,246,905

土地 1,797,752 1,657,652

建設仮勘定 36,593 26,128

有形固定資産合計 8,575,856 9,050,010

無形固定資産

その他 837,174 1,023,418

無形固定資産合計 837,174 1,023,418

投資その他の資産

投資有価証券 8,293,887 10,736,105

長期貸付金 1,592,345 1,578,576

差入保証金 5,301,580 5,391,652

繰延税金資産 231,023 570,217

その他 2,811,847 2,257,481

貸倒引当金 △227,763 △144,764

投資損失引当金 △61,200 △57,900

投資その他の資産合計 17,941,720 20,331,367

固定資産合計 27,354,751 30,404,795

資産合計 50,373,417 52,871,465
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,924,942 4,556,262

短期借入金 438,104 798,603

未払法人税等 175,068 205,245

賞与引当金 374,573 213,150

ポイント引当金 7,539 8,625

資産除去債務 20,102 34,610

その他 2,983,011 3,401,671

流動負債合計 7,923,341 9,218,167

固定負債

長期借入金 250,000 160,000

繰延税金負債 24,474 26,852

退職給付引当金 436,152 429,749

資産除去債務 174,889 182,679

その他 1,783,026 1,786,236

固定負債合計 2,668,542 2,585,518

負債合計 10,591,884 11,803,686

純資産の部

株主資本

資本金 11,412,845 11,412,845

資本剰余金 11,100,543 11,100,543

利益剰余金 18,656,969 19,679,813

自己株式 △1,608,542 △1,609,439

株主資本合計 39,561,816 40,583,762

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 251,065 255,298

為替換算調整勘定 △122,090 125,161

その他の包括利益累計額合計 128,975 380,459

少数株主持分 90,741 103,556

純資産合計 39,781,532 41,067,778

負債純資産合計 50,373,417 52,871,465

EDINET提出書類

株式会社モスフードサービス(E02675)

四半期報告書

10/17



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 47,649,611 49,768,334

売上原価 24,849,785 25,905,411

売上総利益 22,799,825 23,862,923

販売費及び一般管理費 21,162,419 21,886,909

営業利益 1,637,405 1,976,013

営業外収益

受取利息 70,218 45,756

受取配当金 72,220 78,797

有価証券売却益 － 10,550

設備賃貸料 1,012,431 843,566

協賛金収入 33,232 22,928

持分法による投資利益 55,613 17,423

雑収入 113,347 139,837

営業外収益合計 1,357,063 1,158,859

営業外費用

支払利息 16,932 15,997

設備賃貸費用 1,083,522 870,781

雑支出 86,719 92,324

営業外費用合計 1,187,174 979,103

経常利益 1,807,294 2,155,770

特別利益

固定資産売却益 51,496 57,645

関係会社株式売却益 146,298 －

その他 6,596 212

特別利益合計 204,391 57,858

特別損失

固定資産売却損 425 675

固定資産除却損 69,689 39,445

投資有価証券評価損 － 91,072

減損損失 85,537 272,263

投資損失引当金繰入額 80,900 55,300

特別損失合計 236,553 458,757

税金等調整前四半期純利益 1,775,133 1,754,871

法人税、住民税及び事業税 691,797 423,157

法人税等調整額 4,233 △322,869

法人税等合計 696,031 100,288

少数株主損益調整前四半期純利益 1,079,102 1,654,582

少数株主利益又は少数株主損失（△） △286 4,040

四半期純利益 1,079,388 1,650,542
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,079,102 1,654,582

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △197,490 4,660

為替換算調整勘定 42,296 130,901

持分法適用会社に対する持分相当額 30,135 120,755

その他の包括利益合計 △125,058 256,317

四半期包括利益 954,043 1,910,900

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 951,807 1,897,266

少数株主に係る四半期包括利益 2,235 13,634
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（持分法適用の範囲の重要な変更）

モスバーガー・オーストラリア社につきましては、重要性が増加したため、第１四半期連結会計期間より持分

法適用の関連会社に含めております。

　

　

（会計方針の変更等）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社グループの有形固定資産（平成10年4月1日以降に取得した、建物付属設備以外の建物を除く）の減価償却

方法について、従来、当社及び国内連結子会社においては定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計

期間より定額法に変更いたしました。

この変更は、前連結会計年度の販売子会社再編により今後直営店の出店を増加させ、直営店の資産の比率を高

めていく方針のもと当社グループの設備投資計画及び収益計画の見直しを図ったことを契機として、モスバー

ガー事業の直近の投資の評価・検証を行った結果、投資の効果は平均的・安定的に発現し、かつ、店舗設備の維

持管理費用も平均的・安定的に発生すると見込まれるため、定額法の採用がより適切に実態を表すと判断したこ

とによるものであります。

これにより、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益は179,500千円、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益は189,422千円増加しております。なお、この変更がセグメントに与える影響

は、当該箇所に記載しております。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 1,397,980千円 1,255,496千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 311,461 10 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

平成24年11月５日

取締役会
普通株式 311,459 10 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 311,456 10 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

平成25年11月５日

取締役会
普通株式 311,453 10 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

　　　　　　　　　報告セグメント
 

調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2　

モスバー
ガー事業

　

その他飲食
事業

　

その他の事
業

　

計
　

売　　上　　高       

(1) 外部顧客に対する売上高 44,154,018 2,989,153 506,439 47,649,611 －　 47,649,611

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
109,763 1,491 626,084 737,340 △737,340 －　

計 44,263,782 2,990,645 1,132,524 48,386,951 △737,340 47,649,611

セグメント利益又は損失（△） 3,018,864 △290,246 68,672 2,797,290 △1,159,884 1,637,405

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,159,884千円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△1,166,952千円を含んでおります。全社費用の主なものは、提出会社の経営企画・経理部門等の経営管

理に係る部門の費用であります。 

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

　　　　　　　　　報告セグメント
 

調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2　

モスバー
ガー事業

　

その他飲食
事業

　

その他の事
業

　

計
　

売　　上　　高       

(1) 外部顧客に対する売上高 46,239,005 3,017,383 511,945 49,768,334 － 49,768,334

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
114,055 2,423 718,924 835,403 △835,403 －

計 46,353,060 3,019,807 1,230,870 50,603,738 △835,403 49,768,334

セグメント利益又は損失（△） 3,407,761 △239,256 108,862 3,277,367 △1,301,353 1,976,013

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,301,353千円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△1,298,531千円を含んでおります。全社費用の主なものは、提出会社の経営企画・経理部門等の経営管

理に係る部門の費用であります。 

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２.報告セグメントの変更等に関する事項

「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間

より、従来、定率法を採用していた有形固定資産の減価償却方法を定額法に変更しております。この変更によ

り、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のモスバーガー事業のセグメント利益が148,023千円増

加、その他飲食事業のセグメント損失が20,264千円減少、その他の事業のセグメント利益が470千円増加してお

ります。また、「調整額」に含まれる各報告セグメントに配分していない全社費用が10,742千円減少しておりま

す。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 35円01銭 53円54銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 1,079,388 1,650,542

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,079,388 1,650,542

普通株式の期中平均株式数（千株） 30,829 30,828

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

平成26年１月３日に、連結子会社である魔術食品工業(股)(12月決算)が棚卸資産を保管している賃借倉庫（台湾

桃園市）において火災が発生し、棚卸資産等を焼失いたしました。

焼失した資産の帳簿価額は約243,215千円(69,490千台湾ドル)でありますが、現在関係当局による原因究明の調

査が継続中であり、実際の影響額は現時点では未確定であります。

　

 

２【その他】

平成25年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………311,453千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年12月２日

（注） 平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　

EDINET提出書類

株式会社モスフードサービス(E02675)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書　

平成26年２月13日

株式会社モスフードサービス

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 金塚　厚樹　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永井　　勝　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社モス

フードサービスの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月
１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四
半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社モスフードサービス及び連結子会社の平成25年12月31日現在
の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす
べての重要な点において認められなかった。
　

強調事項
１．会計方針の変更等に記載されているとおり、有形固定資産の減価償却方法について、会社及び国内連結子会社は定率

法を採用していたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更している。
２．重要な後発事象に記載されているとおり、平成26年１月３日に、連結子会社である魔術食品工業(股)(12月決算)が棚

卸資産を保管している賃借倉庫(台湾 桃園市)において火災が発生し、棚卸資産等を焼失している。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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